
 

            

成績評価について  
 １）評価区分  

本学では成績の評価を A＋、A、B、C および D とし、A＋、A、B、および C を合格、

D を不合格としています。  
 

① 成績評価法  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

※合格と認定された授業科目については、所定の単位が与えられます。  
 

２）成績通知  
       成績通知書は、学期初めに所属学科より配布されます。  
 

３）再履修  
  単位の修得が認められなかった授業科目は、次年度以降にその授業科目を再履修する

ことができます。  
              ただし、当該科目の授業時間に他の授業科目が開講されて、履修できなくなる場合も

あります。できるだけ再履修をしないで済むよう努めてください。  
 

４）ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）制度について  
成績評価方法として「ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）制度」を導入して

います。  
    グレードポイント（ＧＰ）とは、基礎ゼミ・連携基礎ゼミ（基礎ゼミⅠ・基礎ゼミⅡ）・

学外実習科目を除き、履修した科目の成績（点数）に応じて与えられるポイントで、次

のように換算されます。  
 

点 数  評 価  判 定  G P 
９０点以上  
８０点以上９０点未満  
７０点以上８０点未満  
６０点以上７０点未満  
６０点未満  

A+
A 
B 
C 
D 

合格  
〃  
〃  
〃  

不合格  

４  
３  
２  
１  
０  

  
このポイントに各科目の単位数（１単位、２単位など）を掛け合わせて得られた数の

合計を、履修登録した科目の単位数の合計で割ったものがＧＰＡです。  
数式で表わせば、次のようになります。  

点数区分  評価区分  単位認定  

１００～９０点   A＋  合格  

 ８９～８０点    A  合格  

７９～７０点  B 合格  

６９～６０点  C 合格  

５９～０点  D 不合格  



 

            

（各科目の単位数×ＧＰ）の合計  ÷（履修登録した科目の単位数の合計）＝ＧＰＡ  
   

ＧＰＡ制度は  
     ①  学習状況を自己評価する目安とすること  
     ②  学習の成果をより明確に表わすこと  
     ③  履修登録に責任をもつこと  

を目的としています。  
    

なお、ＧＰＡについての詳しい内容は、入学後のオリエンテーションで説明します。  


